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１ 第二次船橋市図書館サービス推進計画の概要 

 

（１）計画の趣旨 

  本市においては市民の「読みたい・調べたい・学びたい」に応える図書館を目指し、平 

 成25年１月に「船橋市図書館サービス推進計画」（以下「旧計画」）を策定し、図書館 

 サービス体制の整備、開館日、開館時間の拡充、図書館サービスネットワークの拡充等を 

 図るために様々な取組を進めてきました。平成29年度には４ 図書館のうち中央・東・ 

 北の３図書館に指定管理者制度を導入し、図書館サービスの向上を図ってきたところです 

 が、地域の情報拠点として更なる強化を行うため、目指すべき図書館像を設定するととも 

 に、「図書館の設置及び運営上の望ましい基準」（文部科学省告示）で求められている基 

 本的運営方針を定めた「第二次船橋市図書館サービス推進計画（以下「本計画」）」を令 

 和４年３月に策定しました。 

 

（２）船橋市図書館の目指すべき図書館像（グランドビジョン）と目標 

  船橋市図書館の目指すべき図書館像（グランドビジョン）を以下のとおり定めました。 

 

  『市民の「読みたい・調べたい・学びたい」に応える地域の情報拠点』 

 

また、グランドビジョンを達成するための目標を以下のとおり定めました。 

 

＜目標＞ 

①１年に１回以上図書館・公民館図書室等を利用した人 

 の割合の上昇（基準値 令和元年度調査 34.5%） 

 

②図書館サービス（全体）の利用者満足度（４図書館 

 計）の上昇（基準値 令和元年度調査 82.3%） 
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（３）施策体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※第三次船橋市子供の読書活動推進計画（令和元年２月施行）で進捗を管理します。 

 

1 

市民の 

「調べると学ぶ」を 

サポートする 

図書館 

３ 

船橋の 

文化を育み、 

まちづくりを 

支える図書館 

４ 

子供の可能性を伸ば

す図書館 

施策８ 子供の読書活動推進計画の推進 

２ 

学びの成果を 

活動につなげる図書

館 

基本的運営方針 
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（４）計画の期間 

第二次計画の期間は、令和４年度から令和１３年度までの１０年間です。 

ただし、計画期間の概ね中間年である５年目には、中間評価を行い内容の見直しを行い

ます。 

 

２ 第二次船橋市図書館サービス推進計画の評価基準について 

「第二次船橋市図書館サービス推進計画」第４章アクションプランに沿って、実施する取

組内容と、成果指標等の達成度に基づき、船橋市図書館サービスについて毎年度評価を行い

ます。 

 

（１）「評価」 

 ８つの施策について、施策を達成するための具体的な取組内容と指標の達成度を総合して

下記のとおりＳ～Ｃの４段階の評価を行います。 

 C評価となった施策については、原因の分析とともに取組内容、成果指標等の見直しを

適宜行っていきます。 

 

実施内容 評価 

十分達成できた（取組を実施し、目標を上回る成果があった） 

または 

数値成果指標においては成果指標（基準値）以上 

S 

概ね達成できた（取組を実施し、一定の成果をあげた） 

または 

数値成果指標においては成果指標（基準値）の80％以上100％未満 

A 

あまり達成できていない（実施したが、十分な成果をあげることができなかっ

た）または 

数値成果指標においては成果指標（基準値）の60％以上80％未満 

B 

達成できていない（実施できず課題の整理、取組内容の見直しが必要） 

または 

数値成果指標においては成果指標（基準値）の６０％未満 

C 

※基準値は令和３年度の実績値（施策６のみ前年度比） 
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３ 令和６年度評価について 

 

（１）総合評価 

 施策１～７のうち、４つがS評価、２つがA評価、１つがC評価となりました。C評価

となったのは、基本的運営方針１「市民の「調べると学ぶ」をサポートする図書館」の施策

４「新しい生活様式に対応した読書環境の整備」です。この取組のうち、電子書籍サービス

の貸出点数が基準値を達成できずCとなりました。 

 なお、基本的運営方針４「子供の可能性を伸ばす図書館」の施策８「子供の読書活動推進

計画の推進」については「第三次船橋市子供の読書活動推進計画」にて評価を行います。 

 

（２）結果 

【基本的運営方針1】  市民の「調べると学ぶ」をサポートする図書館     

 

＜施策１ 課題解決支援サービスの充実～読書と学びの支援～＞ 

取組 成果指標 基準値 R4実績 R5実績 R６実績 評価 

課題解決支援

サービスの周

知（図書館の

活用講座の開

催等） 

課題解決支援講座参加

者のアンケートによる

受講満足度の割合 

82.8% 

（R3） 
84.7% 89.4% 88.5％ 

A 専門性、市民

の要求に応え

られるレファ

レンス能力を

備えた職員の

計画的育成 

レファレンス（調査相

談）件数 

22,742

件 

（R4） 

22,742件 20,285件 21,466件 

図書館サービスに関す

る研修の年間参加のべ

人数 

260人 

（R3） 
297人 298人 234人 

 

 実施内容と課題・方向性 

 「課題解決支援サービスの周知」については、資料検索の仕方などを解説する図書館活用

講座等、医療講演会などの課題解決支援講座を予定どおり実施することができ、参加者アン

ケートの受講満足度の割合も基準値を上回っています。 

 「専門性、市民の要求に応えられるレファレンス能力を備えた職員の計画的育成」につい

ては、レファレンス件数は、昨年より減少しており、図書館サービスに関する研修の年間参

加のべ人数も基準値をやや下回りましたが、成果指標の80％以上を維持したことにより施

策全体の評価をAとしました。 

今後は、引き続き研修による職員のスキルアップに努めるとともに、利用者へレファレン

スサービスの周知をはかっていきます。 
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＜施策２ 多種多様な資料の収集と蔵書の構築＞ 

取組 成果指標 基準値 R4実績 R5実績 R6実績 評価 

蔵書の維持と

更新 

開架に占める新規図書比

（寄贈資料含む） 

（受入れ点数/開架資料

点数【図書館、公民館図

書室等の総数】） 

7.8％ 

（R3） 
7.5% 7.4% 7.4％ A 資料保存のた

めの書庫管理 

 

実施内容と課題・方向性 

 「蔵書の維持と更新」、「資料保存のための書庫管理」については、各館の状況を確認し

ながら発注および除籍、書庫編入等、資料の管理に努めました。開架に占める新規図書比は、

前年度と同じ値となっています。更に共同書庫の収容状況や保存環境の向上についての課題

を整理検討し成果指標の80％以上を維持したため、評価をAとしました。 

 今後も、利用者の求めに応じた情報提供ができるように4図書館で連携しながら市内全

体のバランスを考慮した蔵書構築及び維持管理を行うとともに、共同書庫の課題を整理し、

保存環境の向上を目指していきます。 

 

＜施策３ 情報提供方法の多様化＞ 

取組 成果指標 基準値
（R3） 

R4実績 R5実績 R６実績 評価 

ハンディキャッ

プサービスの周

知 

ハンディキャップサービ

ス関連講座実施回数 
年4回 3回 4回 5回 

S デジタルデバイ

ド対策講座の実

施 

デジタルデバイド講座実

施回数 
年４回 6回 5回 6回 

 

 実施内容と課題・方向性 

 「ハンディキャップサービスの周知」については、バリアフリー映画会の実施及び会場で

のハンディキャップサービス周知のチラシを配布しました。また、船橋市と包括連携協定を

締結している企業にチラシ配布の協力を依頼しました。 

 「デジタルデバイド対策講座の実施」については、シニア向けIT講座及び新聞データベ

ース活用講座やネットリテラシー講座を開催しました。 

 どちらも基準値を上回っているため評価をSとしています。引き続き、ハンディキャッ

プサービス関連講座等を実施するとともに、周知に努めていきます。 
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＜施策４ 新しい生活様式に対応した読書環境の整備＞ 

取組 成果指標 基準値
（R3） 

R4実績 R5実績 R6実績 
評価 

拠点機能の充

実 
－ － － － － 

C 電子書籍の活

用促進 

電子書籍サービスの貸出

点数 
17,000点 12,172点 8,114点 7,043点 

 

 実施内容と課題・方向性 

 令和7年４月現在、４図書館と、分館的機能を持つ19か所の公民館図書室等とがネッ

トワーク化しているほか、移動図書館車により、３５か所のステーションの巡回を行ってい

ます。 

「拠点機能の充実」については、東部公民館図書コーナーの整備を行いました。令和5年

１０月から東部公民館大規模改修工事に伴い、東部公民館図書貸出返却窓口を臨時運用して

いましたが、令和７年３月に終了し、４月から図書コーナーとして開室しています。引き続

き、各拠点機能の充実に努めていきます。 

「電子書籍の活用促進」については、図書館活用講座及びシニア向けIT講座にて利用方法

の解説を行いました。新規登録者は1,393人（令和５年度）→1,449人（令和６年度）と

増加したものの、貸出点数は基準値の4１.4％に減少しました。電子書籍サービスのホーム

ページで特集展示を行い貸出促進に努めましたが、貸出については減少傾向にあります。 

令和６年度から船橋市と包括連携協定を締結している各企業のチラシ配布協力等を活用し、

電子書籍サービスの周知を強化しており、引き続きサービスの周知を行い、魅力ある特集展

示を行うなどするとともに、コンテンツの見直しを行っていきます。 

 

【基本的運営方針２】 学びの成果を活動につなげる図書館           

 

＜施策５ 市民との連携によるサービス＞ 

取組 成果指標 基準値
（R3） 

R4実績 R5実績 R６実績 
評価 

ボランティア

との連携の強

化 

読み聞かせボランティア

入門講座受講者の活動実

績 

9人 13人 18人 18人 

S 
読み聞かせボランティア

入門講座受講者数 
7人 45人 45人 44人 

市民と図書館

との協働事業

の推進 

図書館と市民の連携事業

数 
年12回 14回 15回 15回 

 

 実施内容と課題・方向性 

 「ボランティアとの連携の強化」については、読み聞かせボランティア入門講座、読書ボ

ランティア向け講座を4図書館で開催しました。活動実績、受講者数ともに基準値を上回

っています。 
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 「市民と図書館との協働事業の推進」については、アースドクターふなばしや、NPO法

人サイバーシニアーズ・ジャパンと連携した講座、船橋市内のボードゲームカフェと連携し

たイベントや、郷土史家等を講師とした歴史講座を実施し、実績値は基準値を上回っていま

す。 

 今後は、地域のボランティアが継続して活動できるようにステップアップ講座等の実施や

サポート体制について検討してまいります。 

 

【基本的運営方針３】 船橋の文化を育み、まちづくりを支える図書館      

 

＜施策６ 船橋の歴史・情報の収集、発信＞ 

取組 成果指標 基準値 R4実績 R5実績 R６実績 評価 

郷土資料の収

集・整理・保

存 

郷土資料の蔵書数前年

度比増 
前年比増 

91,441点 
（前年比

102%） 

93,336点 
（前年比

102%） 

95,107点 
（前年比

102％） 

S 
ホームページ

等を活用した

郷土に関する

情報発信の実

施 

図書館ホームページ

（郷土資料室）更新等

の情報発信回数 

年10回 
図書館ＨＰ 

更新12回 

図書館ＨＰ 

更新5回 

展示・講座

実施16回 

図書館ＨＰ 

更新3回 

展示・講座

実施17回 

 

 実施内容と課題・方向性 

 「郷土資料の収集・整理・保存」については、町会・自治会への自治会資料等の寄贈依頼

および庁内への行政資料の送付依頼を行いました。 

「ホームページ等を活用した郷土に関する情報発信の実施」については、西図書館の船橋

展示コーナーにて新聞の地域のトピック記事を展示し、船橋ゆかりの成瀬正成に関する講座

等を実施しました。また、図書館ホームページ（郷土資料室）の歴史放談コラムや調べ方案

内については、主だった内容を発信できました。 

 今後も資料収集を継続するとともに、図書館ホームページで郷土に関する情報の発信や、

身近な郷土の話題を伝える展示などを行いながら船橋の歴史を後世に繋げていきます。 

 

＜施策７ 行政の情報拠点＞ 

取組 成果指標 基準値
（R3） 

R4実績 R5実績 R６実績 
評価 

行政情報の提

供 

行政各部署との連携事業

実施回数 
年12回 22回 18回 29回 

S 行政支援サー

ビス 
調査相談件数 3件 6件 ３件 4件 

 

 実施内容と課題・方向性 

 「行政情報の提供」については、中央図書館のメインホールにて行政各部署との連携事業

として展示を継続的に行いました。令和５年度は空調設備の工事により一部実施できなかっ
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たため回数が減少しましたが、令和６年度は通年実施することができました。また、郷土資

料館と連携した西図書館でのギャラリー展示や文化課と連携した文学賞講座、習志野台公民

館、二和公民館と連携した講座等を実施し、大幅に実施回数が増加しました。 

 「行政支援サービス」については、令和６年度も行政各部署に対して庁内掲示板を活用し、

政策立案等のための調査相談や資料提供サービスについて周知を行いました（貸出の資料数

は464冊）。 

今後も行政支援サービスの周知を行い、行政各部署の調査相談に対応していきます。 


